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フグ種（Lagocephalus sceleratus, L. suezensis, L. spadiceus）を対象に、それらの組織別毒性の詳細を
LC-MS/MS 法により明らかにするとともに、ミトコンドリア DNA（mtDNA）全配列を解明するこ
とで簡便でかつ正確な DNA種鑑別法を構築した。 
第 2章では、20個体の L. sceleratus を対象にそれらの毒性を調べ、個体差は存在するものの、総
じてテトロドトキシン（TTX）を有していることから、本種がフグ毒中毒の原因種になりうること
を明らかにした。第 3 章では、3 種のサバフグ種の mtDNA 全配列を決定し、それらの系統解析の











 最終試験は平成 28年 2月 19日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の
内容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識につい
ては公開発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委
員一同確認した。学術論文は平成 28年 2月 19日時点で受理されていなかったため、特例適用の申
請を行っていたが、学術論文 1編（C. Acar, S. Ishizaki, Y. Nagashima.: European Food Research and 
Technology, Springer International Publishing AG, DOI:10.1007/s00217-016-2721-1, 2016, 243(1), 
pp.49–57, January 2017）が、すでに公表されていることを平成 29年 2月 22日に開催された最終審
査委員会にて確認した。学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表して
おり、英語の学力については問題ないと判断した。合同セミナーへの出席は、企業型プロジェクト
への参加で対応していることを確認した。大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を
修了していることを確認した。以上から、申請者について論文審査は合格、最終試験は合格と判定
した。 
